
|1|

含：

アプリケーション例

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

データシート

labV12-O4 II は、動的構造解析のためのHEADlab 第 2 世代のオールインワンモジュールで
す。加振テスト用の4チャンネル出力モジュールと12チャンネルデータ収集モジュールの
すべての機能を統合したコンパクトフロントエンドが HEAD acousticsの構造解析ポート
フォリオに新たに追加されました。



概要
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labV12-O4 IIは、堅牢かつコンパクトな筐体に、
電圧センサーまたはIEPE/ICPセンサ用の4つのア
ナログ出力端子と12の入力端子を搭載していま
す。例として4つのシェーカーで構造を励起し、
4つの三軸センサーで同時に測定が可能です。

labV12-O4 II を HEADlab コントローラーlabCTRL 
II.1に接続することによりHEADlab システムを構
築します。必要に応じて、入力モジュールと電
源ボックスを追加することによりシステムを拡
張できます。コントローラーは PC に接続され、
HEADlab システムは ArtemiS SUITE の Recorder に
よって制御されます。ArtemiS SUITEソフトウェ
アは、測定結果のさらなる解析、動的構造解析
(モーダル解析プロジェクト、実稼働振動形状プ
ロジェクト、形状比較プロジェクト、測定点ラ
イブラリー)等の機能も備えています。

主なフィーチャー

HEADlab第 2 世代の入力・出力一体モジュール

labCTRL II.1コントローラへの接続

HEADlink (コントローラー) による電源供給

堅牢;コンパクトデザイン;ノイズレス(ファン非搭載)

ArtemiS SUITEのRecorder使用の設定と制御

追加マニュアル制御 (出力制御スイッチ)

› 加振の為の4つの出力
› 全周波数範囲をカバーする低・フラット出力
インピーダンス:6 Ω

› 固定電圧範囲:10 VP
› 優れた信号品質
› シェーカーアンプをBNCソケットに直接接続

› 三軸センサーおよびその他のセンサー用12の入力
› 最大サンプリングレート: 204.8 kHz
› 切替可能なカップリング:DC、AC、ICP、ICP-DC
› 測定範囲:0.01 VP〜30 VP
› 推奨低カットオフ周波数:0.14 Hz
› 高入力インピーダンス:1MΩ
› 耐電力量:最大60 V

モーダル解析用のデータ収集(例として以下の分野)

› 自動車、航空、宇宙、造船
› 研究開発
› 電化製品

アプリケーション

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月
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詳細
オールインワン・モジュール

labV12-O4 IIは、シェーカーで構造物を励起し同時に
応答を測定できるオールインワン・モジュールです。
シェーカーアンプは、labV12-O4IIのBNCソケットに
直接接続されます。シェーカーの加振信号は、
ArtemiS SUITEのRecorderで設定します。応答は三軸
センサーで測定されます。センサーはRecorderで個
別に構成され、ArtemiS SUITEで伝達関数が計算され
た後、モーダル解析で利用できます。

HEADlab システム

labV12-O4 II はパワフルな labCTRL II.1 コントロー
ラーに接続されます。このコントローラーは
HEADlab システムのデータ統合と同期に用いられ、
USB や LAN 経由で PC に接続されます。HEADlab シ
ステム全体は Recorder を使って制御されます。
HEADlab システムでは最大 1 台の labV12-O4 II がサ
ポートされます。コントローラーからすべての接続
モジュール(最大10個)に電源供給する為、labV12-
O4 IIは、単独の電源を必要としません。コントロー
ラーは、付属の電源アダプタまたは電源ボックスの
バッテリーから電力供給されます。

自己完結

HEAD acousticsは、HEADlab システム (コントロー
ラーと接続モジュール) を自己完結システムとして
動作させ、例えば停電時のバックアップとなる電力
レベルが異なる 3 種類の電源ボックスを取り揃えて
います。構成により異なりますが、電源ボックスの
バッテリーは HEADlab システムに数時間電源供給で
きます。

堅牢

labV12-O4 II は頑丈なデザインを特徴とし、実績の
ある機構接続技術により他のHEADlab モジュールと
接続可能です。すべてのモジュールと同様に、
labV12-O4 IIもノイズレス(ファン非搭載)で動作しま
す。

出力チャンネル

シェーカー

加振アンプは、出力チャンネルの4つのBNCソ
ケットに直接接続できます。

品質

出力チャンネルは、周波数全域にわたって出力
インピーダンスが低くフラットで、信号が高品
質という特徴があり、入力チャンネルと
HEADlink インターフェースの両方から電気的に
絶縁されています。

安全性

内蔵の出力制御スイッチは、加振を手動で中断
(ソフトミュート)したり再開 (ソフトミュート解
除) できる為、安全性を確保できます。

入力チャンネル

最大サンプリングレート 204.8 KHZ

HEADlab 第 2 世代のモジュール labV12-O4 II は
labCTRL II.1 コントローラーへのデータ転送に
HEADlink 2.0 伝送プロトコルを利用しています。
これにより、入力チャンネルは最大204.8kHzの
サンプリングレートを実現できます。過負荷検
出は、すべての入力チャンネルを保護し、影響
を受けるチャンネルを自動的にオフにします。

デュアルリンク

デュアルリンクモードでは、labV12-O4 II は
labCTRL II.1 コントローラーに 2 本の HEADlink 
ケーブルで接続されます。シングルリンクモー
ド (HEADlink ケーブル一本によるコントロー
ラーやコンパクトシステムとの接続) と比較し
て、デュアルリンクはより高いサンプリング
レートで 2 倍のチャンネル数で測定可能です。

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月
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概要

加振 /
データ収集

制御 /
電源供給

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

シェーカー加振

シェーカーアンプ経由
› シェーカー

出力制御: ソフトミュート / ソフトアンミュート

センサー接続

ブレークアウトケーブル/ アダプター経由

› 電圧センサーまたは IEPE/ICP センサー (TEDS)
› 三軸センサー (Microtech)
› HEAD バイノーラル録音マイク BHM III.3
› アーティフィシャルヘッドHSU III.2
› バイノーラルヘッドセット BHS II
› 電圧ソース

...

コントローラー接続

HEADlink プロトコル2.0、HEADlink ケーブル経由

› デュアルリンク (HEADlink 1 + HEADlink 2) または
シングルリンク (HEADlink 1)

› コントローラー labCTRL II.1

› シングルリンク (HEADlink 1)
› コンパクトシステム labCOMPACT12 II, 

labCOMPACT24 II

HEADlink プロトコル 1.0 、HEADlink ケーブル経由

› デュアルリンク (HEADlink 1 + HEADlink 2) または
シングルリンク (HEADlink 1)

› コントローラー labCTRL I.2、 labCTRL I.1

電源供給: HEADlink 1
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制御 / 事後処理 / 構造解析パッケージ

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

制御 

測定点ライブラリー 
(APR 000に含まれています。)

labV12-O4 IIで測定する場合、3Dグリッドモ
デルの利用には多くの利点があります。測定
点ライブラリーにより、3Dグリッドモデルの
作成や対応するCADモデルのインポートが非
常に簡単にできます。

RECORDER (APR 040) 

ArtemiS SUITEのRecorderは、labV12-O4 IIの
出力と入力を構成するために使用されます。
励起の開始と停止、応答の測定結果の同期な
ど、様々なトリガーが利用可能です。

さらなる処理

システム解析 (ASP 201) 

応答の測定値 (HDF形式 )に基づいて、Pool 
Project (APR 010が必要 ) の中の  System 
Analysis (ASP 201が必要)または Automation 
Project (APR 050が必要)のライセンスを使用
して、ArtemiS SUITEが構造の伝達関数を計
算します。結果は、アニメーション化、解析、
さらに構造解析パッケージで処理することが
できます。

測定点ライブラチーと 3D グリッドモデル

Recorder の設定

トリガーによる加振
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構造解析パッケージ

ArtemiS SUITE(APR 000、APR 400、APR 410、APR 
420)のパワフルな構造解析パッケージは非常に
使いやすく、人工知能 (AI) により動的構造特性
の同定と抽出を簡単に直感的に行うことができ
ます。

モーダル解析 (APR 420) 

算出された伝達関数は、Modal Analysis Projectに
おけるモーダル解析のベースとなります。AIが
サポートするワンクリックソリューションは、
エラーを最小限に抑え、最適化された結果を生
成します。ボタンを押すだけで、Modal Analysis 
Projectは特徴的なポールを決定し、結果を安定
性図に表示し、カーブフィッティング(p-LSCF)を
用いて合成伝達関数を計算します。バックグラ
ウンドでは、人工知能がpLSCFアルゴリズムのパ
ラメータを決定し、自動転送します。Modal 
Analysis Projectはさらに、3Dアニメーションと、
必要なすべての側面が一目でわかる便利なユー
ザーインターフェースを備えた非常にユーザー
フレンドリーなツールです。

形状比較 (APR 410)

Shape Comparison Projectは、振動形状を解析比
較するための最適なツールです。構造物のの形
状を観察し、シミュレーションを比較し、コン
ポーネントの変更を評価することができます。

実稼働振動形状解析(APR 400)

Operating Deflection Shape Project (ODS)を使用す
ると、定義された静止動作条件での構造のアニ
メーション化、解析、時間変化に伴う動きの詳
細調査ができます。

モーダル解析

形状比較

実稼働振動形状
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アクセサリー

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

ハードウエア

必須アイテム

ケーブル（推奨）

電源ボックス（推奨）



|8| データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月

アクセサリー

ソフトウエア
電源ボックス用電源アダプター
（推奨）

必須アイテム

推奨アイテム

納品アイテム

第 2 世代 HEADlab モジュール、4 つのアナログ出力と 12 のアナログ/ICP 入力
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技術データ

データシート D3759jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2024年5月
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1 有効範囲：周囲温度23°C(±3°C)、動作時間≥1時間。デバイスの振動励起によりバラつく可能性があります。

すべての測定範囲は工場で校正されています。さらに、100 mVP 〜 30 VP の測定範囲は、DIN EN ISO 17025 に準拠した HEAD acoustics GmbH の認定校正ラボで校正することができます。



データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年6月|6||6| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート2023年12月

お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ダイナミクス

ダイナミクスの標準的な定義はありません。従って、S/N比の値がコンパクトシステムに与えられています。こ
れは、関係する全周波数範囲で測定された、システムの関連する帯域幅ノイズフロアレベル全体に対する最大変
調を持つ正弦波のレベルに基づいて計算されます。文献では、「ダイナミクス」という用語がS/Nと同じように
使用されていることがありますが、この「動的」値は、多くの場合、固有のノイズの狭帯域計算に基づいていま
す。解析帯域幅により、コンパクトシステムの「動的」値ははるかに高くなります。

アクセサリー

ICPはPCB Piezotronics Inc.の登録商標です。
LEMOはLEMO SAの登録商標です。

ダイナミクス

「ダイナミクス」の標準化された定義はありません。

従って、labV12-O4 II はS/N比 (SNRまたはS / N)が規定されています。こ
れは、関連する周波数範囲全体で測定された、labV12-O4 IIモジュールの
全帯域幅ノイズフロアレベルに関連する最大変調の正弦波純音レベルに
基づいて計算されます。

一部の文献では、「ダイナミクス」という用語はS/Nと同じように使用
されていますが、この「動的」値は、多くの場合、固有のノイズの狭帯
域計算に基づいています。分析帯域幅に応じて、labV12-O4 IIの「動的」
値ははるかに高くなります。

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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